
年度　授業計画（シラバス）

16 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義

科  目  名 医療安全 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2026

学        科 理学療法士学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 高田 秀志
実務経験と
その関連資

格

理学療法士として、回復期病院や訪問リハ、デイサービスでの実務経験あり。
また、島根大学大学院で、地域包括ケアシステムについて学び、医科学修士を修
了。

対 象 学 年 1年次 学期及び曜時限 教室名 301 他

理学療法場面で起こりえる医療安全やリスク管理を学び、想定できる能力を身につける。

授業態度や課題の取り組み姿勢、課題提出などで総合的に評価する。

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療事故、医療過誤、アクシデント、インシデントについて説
明できる

教科書
教科書を用いて講義内
容の箇所を読んでおく。

理学療法概説　ほか　医学書院　OWL-P

教科書や配布資料を用いて講義内容の予習・復習をする。

教科書等の忘れ物に留意する。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
ﾘｽｸとは何か、リスク管理について

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ヒヤリハットについて説明できる

教科書
教科書を用いて講義内
容の箇所を読んでおく。

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

本科目の概要について説明できる

教科書
教科書を用いて講義内
容の箇所を読んでおく。

各コマに
おける

授業予定
医療事故、医療過誤、アクシデント、インシデント

各コマに
おける

授業予定
ハインリッヒの法則、ヒヤリハット

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

感染経路、感染予防策について説明できる

教科書

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

気をつけなければならない患者の訴え、背景疾患を説明でき
る

教科書

教科書を用いて講義内
容の箇所を読んでおく。各コマに

おける
授業予定

感染経路、感染予防策

各コマに
おける

授業予定
リスク管理のためのメディカルチェックリスト

教科書を用いて講義内
容の箇所を読んでおく。



第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

個人防護具について説明できる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

手指衛生について説明できる

教科書
教科書を用いて講義内
容の箇所を読んでおく。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書
教科書を用いて講義内
容の箇所を読んでおく。各コマに

おける
授業予定

個人防護具のポイント、個人防護具の仕方

各コマに
おける

授業予定
手指衛生のポイント、手指衛生の仕方

第
9
回

授業を
通じての
到達目標

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

今までの講義の復習

教科書

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定
まとめ

教科書を用いて講義内
容の箇所を読んでおく。

第
11
回

授業を
通じての
到達目標

第
10
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
13
回

授業を
通じての
到達目標

第
12
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
15
回

授業を
通じての
到達目標

第
14
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定


